
炭素繊維による藻場再生 水がキレイになり魚や海藻が増えます。

海藻基盤ミラカーボンコンブによる海の森づくり

通称：ミラコンブ
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电话:+81-27-352-4857传真:+81-27-352-4875株式会社ソーエン
〒370-0018群馬県高崎市新保町1665-1

TEL027-352-4857 FAX027-352-4875株式会社ソーエン
URL:https://so-en.net/
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水がキレイだね

隠れる場所が

できて安心だね

エサがたくさん

あるね

ワカメやコンブが

たくさん根付くよ

魚が増えます 水質浄化 海藻が生えます

ＪＷＧ推奨



炭素繊維による藻場再生 150

水質浄化

魚が増えます

海藻が生えます

●炭素繊維による水質浄化は、大きな表面積による汚濁物質吸着効果と

併せて付着する微生物による汚濁物質分解効果により水質が浄化され

ます。炭素繊維が水中で揺れることにより、炭素繊維に固着した微生

物群が水中の汚濁物質と接触し、自然の浄化システムが機能します。

●炭素繊維より生えた海藻は、さらに栄養塩類の吸収を行いますので、

水質浄化効果が増加します。

●炭素繊維は劣化も腐敗もしないので、水質浄化効果は持続します。

●炭素繊維は、ほとんどが炭素質成分のため生物親和性が高く、生物が

好んで集まります。細菌や微生物が増殖し、食物連鎖により良好な生

態系が構築されるため生態系保全が図れます。水質が浄化され、微生

物の増えた環境では、プランクトンや水生生物などが炭素繊維の周辺

で繁殖し、それらが魚類の餌となり魚類の増加が見込まれます。

●炭素繊維の生物親和性により、魚は炭素繊維に産卵をし、炭素繊維と

海藻でつくられた物影は、稚魚の養育の場となります。

●炭素繊維により水質浄化された水域では、太陽光が深くまで行き届き

植物の光合成が行われ、海藻などの繁殖に役立ちます。炭素繊維は植

生とも相性が良く、海藻胞子が着床しやすく、苗床ともなるため、磯

焼け解消や、生育した海藻類の浄化作用との相乗効果が期待できます。

●どんな海藻でも根付くため、種糸を取り付け簡単にワカメ、マコンブ

などの養殖ができます。

（ワカメ、マコンブ、クロメ、カジメ、ホンダワラ、アマモなど）

設置 海に投入設置するだけです。

●「ミラカーボンコンブ」にフロートとオモリをつけ海に投入します。

●まとめての設置が効果的で、簡単に海の森が造られます。

（推奨１００本以上）

●小型船舶と２～３人で短時間に設置できます。

●岩場、砂場にも設置可能で場所を選びません。

◆推奨設置例（１００本設置）

ミラカーボンコンブを１ｍ間隔に、縦横１０本ずつ

約１０ｍ四方内に設置します。

●海藻基盤ミラカーボンコンブによる海の森づくり●

■維持管理

◆標準仕様

型 番 Ｌ × Ｗ 取付ロープ

ＣＦＨＫ－２ ２ｍ×１５㎝ ＰＥ６㎜

ＣＦＨＫ－３ ３ｍ×１５㎝ ＰＥ６㎜

ＣＦＨＫ－４ ４ｍ×１５㎝ ＰＥ８㎜

■注意事項

●設置深さは、できるだけ海水面の波浪の影響を受けないようにして下さい。

推奨：フロート高＝海水面－１ｍ以下

●海流にて流される危険がある場合は、オモリを追加して下さい。

標準：オモリ１㎏／ｍ、海流が速い場合：オモリ：５㎏／ｍ

●養殖用の場合は、フロートを大きな浮力に変更して下さい。

標準：浮力１㎏／ｍ、養殖仕様：浮力２㎏／ｍ

●通常は、点検のみで特別な維持管理は必要ありません。

●定期的に炭素繊維と海藻の状態を点検して下さい。

（潜水して点検すると効果的です。）

●炭素繊維に汚濁物質が大量に付着し、水質浄化効果が落ちた場合は、水中

にて付着物を取り除くと効果が回復します。

●海藻養殖の場合は、農業と同じように面倒をみることが必要です。

株式会社ソーエン
〒370-0018

群馬県高崎市新保町１６６５－１反町ビル

TEL 027-352-4857㈹ FAX 027-352-4875

e-mail：info@so-en.net、 soen.net@gmail.com

URL https://so-en.net/

■製造販売元

◇炭素繊維人工海藻の仕様、寸法および外観は、改良のため予告無く

変更する場合がありますので、あらかじめご了承ください。

フロート

錘

ミラコンブ

ミラコンブ付きロープ フロート

ミラコンブ浮上式設置

ミラコンブ吊り下げ式設置

フロート

錘

※長さ、幅特注可

※取付ロープ、オモリ、フロートはオプション

ＣＦＨＫ－２

通称：ミラコンブ

取付ロープ

CatNO.J009


